
１．工事場所　　

工事名称

仕　 様　 書

建物名称 構造及び階数 国:延面積 建:延面積 消施令の適用 備　　考

建:建築基準法延面積 （㎡）

(○印の付いたものが対象工事)

２．建物概要

３．工事種目

４．指定部分 ・　無 ・　有 対象部分

・ 電灯設備

工事種目
建物別及び屋外

・ 動力設備

・ 電熱設備

・ 雷保護設備

・ 受変電設備

・ 電力貯蔵設備

・ 発電設備

・ 構内情報通信網設備

・ 構内交換設備

・ 情報表示設備

・ 映像･音響設備

・ 拡声設備

・ 誘導支援設備

・ テレビ共同受信設備

・ 監視カメラ設備

・ 駐車場管制設備

・ 防犯･入退室管理設備

・ 自動火災報知設備

・ 中央監視制御設備

・ 構内配電線路

・ 構内通信線路

・ テレビ電波障害防除設備

屋外･その他

工　　事　　種　　別

Ⅱ．工事仕様

１)．図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の下記

仕様書等のうち、 ○ 印が付いたものによる。

２)．機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞ

れの工事仕様書を適用する。

なお、機械設備工事の工事仕様は（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

・　公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（平成31年版）

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成31年版）

・　公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（平成31年版）

１．共通仕様

　　２．特記仕様
１)．項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２)．特記事項のうち選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

３)．東海地震にかかる地震防災対策強化地域における工事にあっては「大規模地震対策特別

措置法」による注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な

補強、落下防止等の保全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実

が発生した場合は、契約書第 26 条（臨機の措置）によって処理されたものとする。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

　請負代金額が５００万円以上（消費税込み）の元請負人は、工事実績情報を

（財）日本建設情報総合センターの工事実績情報システム（CORINS）に登録 

するものとする。

　なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された

登録の手順に準じて訂正するものとする。また、変更契約日と工事完成日の

間が、１０日に満たない場合は、変更契約時の登録を省略することができる

ものとする。

１．工事実績情報

の登録 

２．概成工期

３．電気保安技術者

４．発生材の処理等

について

　総合試運転を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期の概ね　　日前

・　既存建築物の改修又は増築工事であって、当該建築物の電気工作物に営

・　本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月

　ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場

源化等について適切な処置を行なう。

31日　法律第104号）の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資

までに支障のない状況までに完了していること。

・　中部地方整備局制定の営繕工事の保安規程第 5 条に定める工事担当技術

　者の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を行うものとする。

　繕工事の保安規程とは別の保安規程が適用されている場合においても、工

　事を行うために必要な事項について、営繕工事の保安規程を準用する。

合は監督職員と協議を行う。尚、分別解体・再資源化の完了時に、以下の事

項を書面にて監督職員に報告する。

①再資源化等が完了した年月日

②再資源化等をした施設の名称及び所在地

③再資源化等に要した費用

（１）分別解体の方法

建築設備工事

・ 有

・ 無

・ 手作業

・ 手作業、機械作業併用

・ 新築

・ 増築

・ 修繕

・ 模様替

工　程 作業内容 分別解体の方法

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

・ コンクリート

・ 木　材
・ ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ コンクリート及び
　　鉄から成る建設資材

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設名称 所　　在　　地

・　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

・　引き渡しを要するもの

・　特別管理産業廃棄物

・　特別管理産業廃棄物の処理方法

（ ・ 金属類　 ・ 盤類　 ・ 電線、ｹｰﾌﾞﾙ　）

（ ・ ＰＣＢ使用機器 　・　ｲｵﾝ化式感知器 ）

・　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。  

・　イオン化式感知器は、(社)日本火災報知機工業会の自主管理　

※ 照明器具安定器にＰＣＢが使用されている場合は、安定器を本体より分離し

金属箱に　収納し表示を付して建物管理者に引き渡す（報告書共）。

・　再生資源化を図るもの （ ・ 蛍光ランプ 　 　・　白熱灯　　　)

・　本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。総合施工計画作

　　成時、工事完了時、及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該シ

　　ステムにデータ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生

　　資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、工事完了時に同計画書

　　の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

　　基準による。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「追記・一般事項　１．設備

機材等」を含む。）に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のもの

とする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾

を受ける。

５．機　材　等

６．機材の品質

・性能証明

７．環境への配慮

　設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料のうち、

「標準仕様書に定める品質及性能」を有することの証明となる資料は、監督

職員の承諾を受けることにより、外部機関が発行する証明資料の写しとする

ことができる。

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品

質及び性能を有すると共に、次の（１）から（５）を満たすものとする。

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

　　　仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放

（２）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散
　　　させないか、放散が極めて少ないものとする。

（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ

　　　シルを含有しない難揮発性のの可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、

　　　アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散さ

（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

　　　放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家

　　　具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散さ

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次の

　　　とおりとする。

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　散が極めて少ないものとする。

該 当 す る 建 築 材 料ホルムアルデヒドの放散量

規 制 対 象 外

①JIS及びJASのF☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

a.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用
b.接着剤等不使用
c.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない材料使用
d.ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料等使用
e.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料使用
f.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料等使用 

①JIS及びJASのF☆☆☆☆品

②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品
③旧JISのＥＯ品
④旧JASのＦＣＯ品

第　　三　　種

③下記表示のあるJAS適合品

 室内空気中のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾄﾙｴﾝ､ｷｼﾚﾝ､ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ､

ｽﾁﾚﾝの濃度を測定し､監督職員に報告する｡ なお､測定はﾊﾟｯｼﾌﾞ型 

測 定 時 期 ･  工事着手前

測定対象室

測 定 箇 所 ･  図 示

･  図 示

･  施工終了時

･  

･  

採取機器により行う｡

8.室内空気中の

化学物質の濃度測定

９．施工図等 　工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成す

る施工図等のうち、下記の原図及び複写図（1 部）を監督職員に提出する。

ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものと

してよい。

機器製作図

制御システム図

試験成績書

機器・配管配線施工図

　なお、施工図等の著作権に係わる該当建物に限る使用権は、発注者に移譲

する。

一式

一式

一式

一式

　図面に特記無き場合は、次表の「他工事との工事区分表」による。

他工事との取合い

発電機の基礎

配電盤･制御盤等の基礎

自立型ﾃﾚﾋﾞｱﾝﾃﾅの基礎(屋上)

避雷針の基礎(屋上)

配線ﾋﾟｯﾄ及び蓋

自立閉鎖装置を取付ける防火戸の切込･補強及びﾄﾞｱﾁｪｯｸ･ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

照明器具･幹線等の吊ﾎﾞﾙﾄ用のｲﾝｻｰﾄ

別途機器などへの接続(直接接続するもの)

機器付属制御盤以降の配管配線(接地共)

機器付属制御盤への電源供給の渡配管配線(接地共)

天井吊型 FCU 及び全熱交換形換気扇と操作ｽｲｯﾁとの渡配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ﾀﾞﾝﾊﾟに至る配管配線

小便器用水装置の制御盤以降の配管配線

自動扉及び電動ｼｬｯﾀｰなどの制御装置に至る配管配線

防油提

天井点検口

梁･床･壁貫通部

埋込分電盤･端子盤･ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

軽量鉄骨下地天井･壁ﾎﾞｰﾄﾞ類の切込

床ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

既製間仕切壁の位置ﾎﾞｯｸｽ及びその取付

補強

ｽﾘｰﾌﾞ･仮枠

補強

仮枠

補強有りの場合(補強共)

補強無しの場合

切込

屋内･屋上

屋外

電気設備工事 機械設備工事 建築工事

開

口

部

「他工事との工事区分表」

機器付属制御盤への操作回路の渡配管配線

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

10．他工事との

工事区分

13.排出ｶﾞｽ対策

建設機械の使用

14.事故報告

11．耐震施工

 排出ｶﾞｽ対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ｶﾞｽ対策型建設

機械を使用する｡ただし､これにより難い場合は､監督職員と協議するもの

とする｡

 工事施工中に事故が発生した場合には､直ちに監督職員に通報するととも

に､事故発生報告書を監督職員に速やかに提出すること｡

　設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工

指針  2005年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研

１）設計用水平地震力

    機器の重量[kｇｆ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

  重 要 機 器

・　配電盤

・　交換機 ・　自動火災報知受信機

・　直流電源装置

・　中央監視装置

  上層階の定義は次による。

  ２～６階建の場合は、最上階   ７～９階建の場合は、上層２階

  10～12階建の場合は、上層３階   13階建以上の場合は、上層４階

２）設計用鉛直地震力

    設計用水平地震力の１/２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・

・　発電装置

・ ・

章 項   目 特   記   事   項

･ 設けない   ･ 設ける(    ㎡ )   ･ 既設建物利用

･ 別契約の関係受注者の定置する足場､桟橋の類は､無償で使用できる｡

･ 本工事で設置する｡

･ 内部足場等( 種)  ･ 外部足場等( 種)

足場を設ける場合は､公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)

平成22年版 2.2.2(b)によるほか､設置においては､｢手すり

先行工法による足場の組立て等に関する基準｣(厚生労働省 平成21年4月

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ｣について(別紙1))における2の

 本工事に必要な工事用電力､水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の

負担とする｡

1.監督職員事務所

2.足場その他

3.工事用電力､

水その他

6.完成図

･ 構内敷きならし ･ 構外搬出(片道運搬距離 約  km)

※構外搬出の搬出先は監督職員と協議による｡

･ 本工事は､建設発生土情報交換ｼｽﾃﾑ(以下｢ｼｽﾃﾑ｣という｡)

 の登録対象工事であり､請負者は､工事の実施に当たっては土量､土質､

 土工期等に変更が有った場合､速やかに当該ｼｽﾃﾑのﾃﾞｰﾀｰ更新を行

 うものとする｡尚､これにより難い場合には､監督職員と協議しなければ

 ならない｡

 最大電力 500 kW 以上の場合においても､第一種電気工事士により施工を行う｡

･ 60[Hz]     ･ 50[Hz]

 姿図の形状及び寸法は､概略を示す｡

 使用する電線類は､次に示す記号及び規格による｡

記  号 規       格

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ JCS 5503｢耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽLAN用非ｼｰﾙﾄﾞﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ｣
(EM-UTP5E) 耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ5e UTPｹｰﾌﾞﾙ(UTP-CAT5e/F)

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6  UTPｹｰﾌﾞﾙ(UTP-CAT6/F)(EM-UTP6)
耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6A UTPｹｰﾌﾞﾙ(UTP-CAT6A/F)(EM-UTP6A)

7.建設発生土の処分

8.電気工事士

9.電源周波数

10.機器姿図
11.電 線 類

14.機器取付高さ

12.呼 び 線

13.ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ

 図面に特記無き場合は､次表の｢機器標準取付高さ｣による｡

｢機器標準取付高さ｣
取付高さ[mm]測 点名   称 名   称 測 点 取付高さ[mm]

電
力
共
通

積算計器

引込開閉器

分電盤

ｽｲｯﾁ

ｽｲｯﾁ

ｽｲｯﾁ

(多目的便所)

(自動扉)

(一般)

(和室)

(台所)

(土間)

(外壁･屋外)

(一般)

(踊場)

(鏡上)

壁掛形制御盤

手元開閉器箱

制御ｽｲｯﾁ

集合保安器箱

室内端子盤

壁付電話機

壁掛形親時計

子時計

壁掛形ｽﾋﾟｰｶ

壁付ｱｯﾃﾈｰﾀ 
拡
声

時
計

構
内
交
換

動
 力

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝﾄ

電
 
 
 
灯

1,800～2,000

1,800～2,200

1,300

1,100

1,800

300

150

 150～ 200

500

800

2,100～2,300

2,000～2,500

150

1,500

1,300

300

200

1,300

1,500
(上端1,900以下)

天井高×0.9

1,300

天井高×0.9

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

地上 窓中心

地上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

台所 中心

床上 中心

地上 中心

床上 中心

床上 中心

鏡上端 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

天井下 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

1,500
(上端1,900以下)中心～床上

1,500
(上端1,900以下)中心～床上

情報表示盤

壁付発信器 1,300

ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ 2,300

壁付押釦(一般) 1,300

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機 標準図による

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外) 1,300

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 900

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 300

復帰釦 1,500～1,800

機器収容箱 200
ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ 300

150

受信機･副受信機  800～1,500

機器収容箱･発信機  800～1,500

警報ﾍﾞﾙ 2,300

表示灯 2,100

ｶﾞｽ検知機(LPG) 300

出
退
表
示

誘
導
支
援

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
共
同

受
信

火
災
報
知

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

天井高×0.9

備
  考

注)

1.天井高3,000以上の場合及び上記取付高さにおいて

2.意匠に関する部分(正面玄関･玄関ﾎｰﾙ･EVﾎｰﾙ･上級室

 ･会議室)の取付位置は､監督職員と協議すること｡

3.表記は原則とし､施工前に監督職員の承諾を受ける｡

 長さ 1m 以上の入線しない電線管には､1.2mm 以上の呼び線を挿入する｡

 ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄは､図面に特記なき場合は次による｡

･ 金属製(ｽﾃﾝﾚｽ､新金属も含む) ･ 樹脂製

(一般)

(和室)ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ

機器の使用に支障が生じる場合は､監督職員と協議する｡

15.接 地 極  図面に特記無き接地極は､次表の｢接地極一覧表｣による｡

接 地 の 種 類

･ 共同接地

･ 共同接地

･ A種

･ B種

･ C種

･ D種

･ D種

･ 高圧避雷器

･ 交換装置用

･ 通信用

･ 通信用

･ 測定用

･ 構造体接地

･ 等電位接地

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

記  号 接 地 抵 抗 値 接地極の規格･数量

｢接地極一覧表｣

Ω以下

･ 電話引込口

の保安器用

E A･B･C･D

E LH

E t

E At

E Dt

E Dt

E 0

E A･C･D

E A

E B

E C

E D

E D

10Ω以下

Ω以下

Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

Ω以下

EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900) ×1

Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900) ×1

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=14,L=1500 又は W=40,L=1200)×3 連 -  組

EB(D=10,L=1500 又は W=30,L=1200)×3 連 -  組

10Ω以下

EB(D=10,L=1000 又は W=30,L=900) ×1

※(報告書:大地抵抗率測定表及び解析ｸﾞﾗﾌ､接地設計､工事写真等)

直径14mm､長さ1500mmの接地棒を打ち込み､
JIS C1304(接地抵抗計)に規定するものを用いて行う｡

大地抵抗率測定器(ｳｪﾝﾅｰの4電極法によるもの)を用いて行う｡

測   定   方   法

接地抵抗

大地抵抗率

測定種別

 敷地内の3箇所において､大地抵抗率の測定及び試験電極施工による接地

抵抗の測定を次により行い､その報告書を監督職員に提出する｡

16.接地調査

17.合成樹脂管配線

 次の露出配管は､塗装を行う｡

 最上階の天井ｽﾗﾌﾞへの埋め込み配管は､原則として避けるものとする｡

 地中配線で､特記なき埋設深さは 0.6m 以上とする｡

 なお､地中配線には標識ｼｰﾄ等(2倍長以上重合せ)を設ける｡

 ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ等の鉄蓋は､鋳型流し込みで用途名を表示する｡

18.薄鋼電線管

19.電線本数･管路等

20.金属管の塗装

21.保 護 管

22.最上階の

埋め込み配管

23.地中配線の

埋設深さ等

24.ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙの蓋

25.電力･電話の

引き込み

構内通信線路の用途名 ( ･ 通信    ･     )

構内配電線路の用途名 ( ･ 電力    ･     )

 一般照明の照度測定を(各室2箇所)測定し､監督職員に報告する｡

 なお､測定する場所は､監督職員と協議とする｡

2.照度測定

章 項   目 特   記   事   項

 発電機回路に接続されるｺﾝｾﾝﾄは､回路種別が識別できるものとする｡

 金属管配線において､電動機容量 7.5kW 以下は金属管を接地線とする｡

 原動機･発電機と付属各機器間の燃料油､冷却水などの配管､制御用配線

 本工事及び別契約の関連工事において設備機器容量等が相違する場合は､

 本工事の分電盤･実験盤で､分岐に用いる配線用遮断器の寸法と定格は､

は､監督職員の承諾を受けて多少相違しても差し支えない｡

JIS C 8201-2-1:附属書XC(参考)｢電灯分電盤用協約形回路遮断器｣による｡

 低圧配電盤に用いる配線用遮断器は埋込形とし､全て警報接点付きとする｡

 太陽電池ｱﾚｲの配置が決定した際､周辺環境への影響(日影･反射光等)

関連する設備の施工及び機器製作前に監督職員と協議し､指示を受けること｡

を監督職員に報告すること｡

 また､漏電遮断器の寸法と定格は､JIS C 8201-2-2:附属書XC(参考)

｢電灯分電盤用協約形回路遮断器｣による｡

4.発電機回路用ｺﾝｾﾝﾄ

5.電動機等の接地

8.自家発電設備

10.設備機器容量等

6.分電盤･実験盤

7.低圧配電盤

9.太陽電池ｱﾚｲ

の配管工事等

の設置

 図面に特記なき場合は､次表｢蛍光灯器具の安定器の種類｣による｡

蛍  光  灯  の  種  類 安定器の種類 電 圧

Hf形 P32形

Hf形 P45形

Hf形   H16形､H24形､H32形

Hf形 H42形

Hf形 16形

Hf形 32形
Hf直管形

PN

PN

PN

PX

PH

PX

ｺﾝﾊﾟｸﾄ形
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ電圧に

対応すること

3.蛍光灯安定器

 ･ﾗﾝﾌﾟ

 局線の新増設移転の手続きは､本工事とする｡

 最上階ﾌﾛｱのｺﾝｸﾘｰﾄ打設前に､受信電波の電界強度測定を 3 か所

以上行うこと｡また､その報告書を監督職員まで提出すること｡

･ EM-UTPｹｰﾌﾞﾙは､使用用途が判別できるようｼｰｽ色等を変えること｡

1.局   線

2.電界強度の測定

3.ｹｰﾌﾞﾙ

 事前調査 

 調査項目 

 調査範囲 

 調査方法 

 仮電源 

 仮設備期間 

 工事施工に際し､在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は､構造､

仕上げ､機能共､在来にならい補修する｡

･ 本工事

･ 照度測定

･ 図示による

･ 図示による

･ 受変電設備

･   ヶ月

･ 別途工事

･ 電力測定

･ 工事範囲

･ 目視 

･ 発電設備

･ 図示による

 養生範囲 

 養生方法 

･ 図示による

･ 図示による

･ 既設配管配線ﾙｰﾄ

1.施工調査

2.仮設備工事

3.養生その他

5.は つ り

4.養生の範囲

 本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は､本工事とする｡

 非破壊検査による埋設物の調査( ･ 要  ･ 不要 ) とする｡

 なお､範囲は監督職員の指示によるものとし､費用は別途とする｡

･ 実施する

 試験方法

･ 実施しない

( ･ 引張試験     ･       )

 ※公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)第8章11節(8.11.5)による｡

 対象ｱﾝｶｰ ( ･ 接着系ｱﾝｶｰ  ･ 金属系ｱﾝｶｰ  )

 確認強度 ( ･ 図示による )

8.既設との取り合い

6.非破壊検査

施工後確認試験

7.あと施工ｱﾝｶｰの

1.設備機材等

(1)品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀ ｰが整備されていること｡

(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること｡

(3)安定的な供給が可能であること｡

(4)法令等で定めがある場合は､その許可､認可､認定又は免許を取得し

(5)製造又は施工の実績があり､その信頼性があること｡

(6)販売､保守等の営業体制が整えられていること｡なお､ｼｽﾃﾑとし

 て機能するものにあっては､ｼｽﾃﾑの構築能力があり､現場での施工

製造業者等名機    材    名

 体制が整えられていること｡

 ていること｡

1.照明制御

総合動作試験

･ 目標照度設定のための各調光ｾﾝｻｰ(夜間及び日中)

･ 在不在制御機能の動作及び動作時間設定のための調光人感ｾﾝｻｰ

･ ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ制御における点滅及び調光制御の動作確認

･ 外光ｾﾝｻｰによる点滅及び調光制御のための動作確認

注)上記試験項目は全数確認とする｡
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(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと｡

・　石綿含有品 （ ・ 　　　　　 　 　・　　　　　　　)

 本工事においては､｢低騒音型･低振動型建設機械の指定に関する規程｣

(平成9年7月31日建設省告示第1536号､最終改正平成20年3月28日国土交通

省告示第1151号)に基づき指定された低騒音型･低振動型建設機械を使用す

る｡ただし､これにより難い場合は､監督職員と協議の上､必要書類を提出

するものとする｡

12.騒音･振動の防止

なお、標準仕様書中「請負者」とあるのは、「受注者」と読み替えるものとする。
･ EM-CPEEｹｰﾌﾞﾙは､EM-FCPEEｹｰﾌﾞﾙを使用しても良い｡

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購

入法」という。）の特定調達品目の判断基準は、「環境物品等の調達の推進に

関する基本方針（平成31年２月）」による。ただし、東日本大震災の影響によ

り、特定調達品目の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮され

進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、

　グリーン購入法（平成12年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推

ていること。」）に留意すること。

4.工事写真 営繕工事写真撮影要領(平成24年版)によるほか､監督職員の指示による｡

5.営繕工事電子納品

照明制御装置

蛍光灯器具

Ⅰ．工事概要

( ･  屋外      ･ 屋内(見えがかり箇所)･           )

営繕工事電子納品要領(平成24年版)による｡ 成果物は1部とする｡

施　設

・　引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

   ただし特別管理産業廃棄物・再資源化を図るものの搬出処理費については別途とする。

･ 必要範囲

分電盤

制御盤

発電設備機器

  設計用標準水平震度

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

1.5      1.0
2.0      1.5
1.5      1.0
1.0      0.6
1.5      1.0
1.0      0.6

1.0      0.6
1.0      0.6

・　特定の施設 ・　一般の施設
一般機器

0.6      0.4

一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

地下・１階

機器
防振支持の機器

水槽類

水槽類
防振支持の機器

機器

水槽類
防振支持の機器

機器

1.5      1.5
1.5      1.0

2.0      1.5
2.0      2.0
2.0      1.5

1.5      1.0
1.0      0.6

 1.0      1.0 
1.5      1.0

完成図(ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｧｲﾙも提出)にPDF形式を加える(PDFは1ﾌｧｲﾙにまとめる)

PDFよりﾄﾚﾍﾟA1版原図 1部､縮刷製本を作成｡保全に関する資料を含め､部数等      

は監督職員の指示による｡                                                             

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｹｯ
ﾄ
 

 合成樹脂製可とう電線管 (PF管) 及び付属品は､ﾀｲﾌﾟ - 25 のものを 使用する｡

なお､電力用位置ﾎﾞｯｸｽ類は原則として合成樹脂製とするが､ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち込み部分

は金属製としても良い｡                       

 ただし､金属製とする場合は当該ﾎﾞｯｸｽには接地を施すものとする｡  

 薄鋼電線管は表示されているものと同一外形のねじなし電線管を使用しても

良い｡                                                            

 分電盤､制御盤､端子盤などの二次側以降の配管経路､電線の太さ､電線本数､

管径等は監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない｡  

ただし､相違する場合は監督職員の承諾を受ける｡                  

 ｹｰﾌﾞﾙ配線の保護管は､標準仕様書の金属管配線､合成樹脂管配線の項による｡           

                                           

 電力及び電話引き込み線の引留方法､位置については電力会社及び電気通信

事業者と打ち合わせのうえ監督職員と協議により施工する｡また､外線工事負

担金などの調査報告を監督職員に速やかに行う｡                     

 照明制御の総合動作試験は次に示す事項について行い､監督職員に試験成績書

を提出し､承諾をうける｡                                    

 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ床､壁等の配管貫通部の穴開けは､図面に特記のない場合は

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる｡                                    

 下表に示す設備機材等の製造者等は次の(1)から(6)の事項を満たすものとし､

証明となる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して

承諾を受けるものとする｡                                        

変圧器他高圧機器等
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ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp
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〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地
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電気設備　特記仕様書

野球場横便所
夏見廃寺前便所棟
陸上競技場器具庫横便所

市民ﾌﾟｰﾙ管理棟 便所

｢建築材料･設備機材等品質性能評価事業 設備機材等評価名簿
(電気設備機材･機械設備機材)令和元年版((一社)公共建築協会 発行)｣ 
(以下｢評価名簿｣という)に記載されているﾒｰｶｰが製造した製品
を使用すること｡
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マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事
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１階平面図 Ｅ－０２

1
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既設照明器具　更新

1F 2F

照 明 器 具 姿 図

LED ﾌﾞﾗｹｯﾄ

LED15W 1375lm

品   番 参考品番　NNY20248KLE1

3

3

3

3

3

3

1 照明器具 一次撤去・再取付け 直付け灯FCL30W+24W　4台

か所 処　　置 備　　　考

2 埋込灯　FL20Wｘ1　2台

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄIL60W　4台

非常灯IL20W　1台

一次撤去・再取付け照明器具

3 ﾌﾞﾗｹｯﾄ照明器具　更新 6台

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
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ﾐｷｻｰ室
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　予備30
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【更新】

ﾐｷｻｰ室階段25

既設警戒区域　名称

マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

改修

現況

改修

ﾀﾞｸﾄｶﾊﾞｰ

600 570

1 P型1級複合盤50L（30/20）自立

2 非常用放送ｱﾝﾌﾟ 240W（10局）ﾗｼﾞｵ付き

3 P型1級5窓（壁掛け）勤労福祉会館用

番号 名　　称 備　考　

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

既設のまま4 呼出表示器　1窓

1 P型1級複合盤50窓　壁掛型

2 非常用放送ｱﾝﾌﾟ 240W（10局）ﾗｼﾞｵ付き

番号 名　　称 備　考　
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１階平面図（改修後）　　Ｓ＝１／３００

男子
便所

１階平面図（改修後）防災設備

撤去あと補修

撤去あと補修

※全ての機器は撤去後、見える部分の塗装等補修を行うこと。
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２階平面図（改修後）　　Ｓ＝１／３００

男子
便所

PS

設備架台

２階平面図（改修後）

照 明 器 具 姿 図

LED ﾌﾞﾗｹｯﾄ

LED15W 1375lm

品   番 参考品番　NNY20248KLE1

1 照明器具 撤去

か所 処　　置

ﾚﾌﾗﾝﾌﾟ投光器　2台

1

2

2 空調機電源 撤去 (C31)

(C25)

防水ﾌﾚｷ共

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSUS150ｘ150ｘ100
新設し既設配線と接続

(PS壁面部まで撤去)

3

3 配管　更新 (C25)既設Lぼ部から丸ﾎﾞｯｸｽ
まで配管更新

備　　考

4

4 防火戸　機器　更新 自動閉鎖装置　2個

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　3種　
2個

5

5

5

5

5

5

5

5 ﾌﾞﾗｹｯﾄ照明器具　更新 7台

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
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特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地
マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

Ａ２：１／３００
Ａ３：１／４２３
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　・・・改修対象範囲を示す
３階平面図　　Ｓ＝１／３００

３階平面図 Ｅ－０５

未使用室外機

1

1 未使用配管 撤去

か所 処　　置

(G28）　3本
(G36)　 2本
(G42)　 1本
(G54)　 3本

備　　考

支持架台
アンカー共

※　ビス、アンカー跡は、コーキングにて穴埋め処理

１級　２５６６３０号

萱室　敦司



特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０Ｅ－０６

マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１ ２０ ／ ／２１ ０１ ２０

 総合体育館

２階便所平面詳細図 （現況・改修後）

現況 改修
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EET

（PL-21）
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■貫 ■貫

予備回路に接続
(立下げﾒﾀﾙﾓｰﾙA)

Ｓ

Ｓ

(B)ｘ1

(A)ｘ1

(C)ｘ1
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6

5

EET
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接地極､接地端子付

1

V

1φ100V
9.3W

EET

■MM

■MM

■MM

■MM

■MM

照 明 器 具 姿 図

LED 直付天井灯

品   番

A LED27W以下 3,700lm以上4,100lm以下

LSS9-4-30

B

品   番

C

品   番

LED ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ LED ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

LED14W以下 1300lm以上LED9W以下 800lm以上1,300lm以下

LRS1-08 LDS2-LRS1-13

　凡例　

記　号 名　　称 備　考

LED照明器具天井直付

人感ｾﾝｻｰ式自動ｽｲｯﾁ 子機　K=換気扇連動

LED照明器具ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

破線

実線

既設を示す。

今回工事箇所を示す。

撤去

　器具リスト　

手洗い

便所

室名

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

直付灯

型式 ﾗﾝﾌﾟ

FL40Wx1

台数

1

備　　考

〃1

破線

実線,一点鎖線

既設を示す。

今回工事箇所を示す。

人感ｾﾝｻｰ式自動ｽｲｯﾁ 親機

壁付ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax1

操作ﾕﾆｯﾄ　 2回路

照明器具ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ

記　号

　凡例　

電灯分電盤

照明器具

名　　称 備　考

天井付　FL40Wｘ1 撤去・更新

撤去

既設

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1 撤去・更新

1・特記なき配管配線は下記による。

EM-EEF1.6-3C(1C=E)

EM-EEF2.0-3C(1C=E)

ころがし配線

ころがし配線

1・特記なき配管配線は下記による。

VVFF1.6-3C

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　1P15Ax2 撤去

EM-EEF1.6-2C+3C

EM-EEF1.6-3Cx2(1C=E),1.6-2C

立下げ部1種金属線ぴ配線部を示す。

EM-EEF1.6-3C(1C=E) 1種金属線ぴ(A)

１級　２５６６３０号

萱室　敦司



既設のまま

既設のまま

※　ｹｰﾌﾞﾙ撤去後不要なﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙは、土等で転圧しｱｽﾌｧﾙﾄ等仕上げで閉塞する事。

注記）
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下水最終宅内桝

9.80
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者
福
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会

館

前面道路

内庭

手摺先行クサビ結束足場　W900　階段共

工事用仮囲い　ガードフェンス H=1,800

前面道路

6.6kV　引込み

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

6.6kVCV38゜-3C(92)

CV5.5゜-2C(36)

CVV2゜-7C(54)

　C (54)

M G

M

M G

MG

M

CV60゜-3C(70)

Ｈ

Ｈ

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ
900ｘ900ｘ1000
R8K-60

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ
900ｘ900ｘ1000
R8K-60

6kV CET38゜(FEP80)

予備　　C　(FEP80)

(浄化槽制御盤電源)　【ｹｰﾌﾞﾙのみ撤去】

マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

／／２０

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

荒川　克明

１級　１９３２４２号

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記

Ａ２：１／３００
Ａ３：１／４２３

※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

２１ ０１ ２０Ｅ－０７配置図　

CV60゜-3C(70)
CV38゜-3C(54)
CV5.5゜-2C(28)x2
CVV2゜-7C(36)
CVV1.25゜-10C(42)x2
CVV1.25゜-2C(28)
 C (42)
 C (54)

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

配　置　図　　Ｓ＝１／３００

【ｹｰﾌﾞﾙのみ撤去】



特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０Ｅ－０８

マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

Ａ２：Ｎ・Ｓ
Ａ３：Ｎ・Ｓ ２０ ／ ／２１ ０１ ２０

 総合体育館

高圧受変電設備　単線結線図

6kVCV38゜-3C　更新

⇒

[更新]

[更新]

[更新]

[更新]

⇒

[更新]

[更新]

2-CT
150/5

[更新] [更新] [更新] [更新] [更新] [更新]

[更新][更新]

[更新] [更新]
[更新][更新]

[更新]

[更新]
[更新]

[更新]

⇒

[更新]

⇒

⇒

[更新]

[更新]

[更新]

[函体,内機全て更新]

[更新]

[更新]

[更新]

[更新]

[更新]
[更新][更新] [更新]

[更新][更新]
⇒

注記）

1・

2・各所屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ詳細は別紙参照

3・主変電室別紙詳細図（平面図,断面図)参照

総合体育館電気室

[更新]

(ZCT･ZPD･OCR･内蔵)
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１級　２５６６３０号

萱室　敦司
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T:3φ
200kVA

T:3φ
200kVAT:1φ

50kVA

CTｘ2

2-PT

低圧電灯盤
N0.1

低圧電灯盤
N0.2

低圧動力盤
N0.1

低圧動力盤
N0.2

蓄電池盤

ZCT

VCB
7.2kV600A
12.5kA(電動)

ZVI

OCB 更新

△

△

架台

6kVEM-CET38゜(G82)

6kVCV38゜-3C(G92)

【撤去】屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ
600ｘ600ｘ600
SUS・WP

(A)

(A)

　(A)-(A)　断面詳細　S:1/50　

改修後

マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

OCB-更新VCB

OCB-更新VCB

OCB-更新VCB

　電気室　平面図　S:1/50　

受電盤 饋電盤

N P N P N P N P N P N P

低圧電灯盤
N0.1

低圧電灯盤
N0.2

低圧動力盤
N0.1

低圧動力盤
N0.2

T:3φ
200kVA

T:3φ
200kVA T:1φ

50kVA

T:1φ
200kVA

(B) (B)

　(A)-(A)断面　S:1/50　 　(B)-(B)断面　S:1/50　

T:3φ
200kVA

(C)

(C)

　(C)-(C)断面　S:1/50　

工事名 承　　認

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ－０９Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

特　記 管 理 建 築 士 印

１級　１９３２４２号

荒川　克明
２０ ／ ／２１ ０１ ２０

１階電気室　平面詳細図

6kV CET38゜(FEP80)

6kV CET38゜(G82)

3-DS

LBS更新

変圧器更新

SC更新

LBS更新

3-DS

ZCT

VCB VCB

ZCT

DS更新

OCB→VCB更新

CT更新

CT更新

銅帯

LMFC150゜ｘ2

3-DS

10,000

800 800 800 1,200 1,000 800 900

2,
30
0

50

200

1,100

蓄電池盤



マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事
工事名 承　　認

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ－１０Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

特　記 管 理 建 築 士 印

１級　１９３２４２号

荒川　克明
２０ ／ ／２１ ０１ ２０

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　改修　詳細図-1

[更新]　函体寸法は現状寸法と同様（近似値）とする。

Ｉ

PF    F
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OCROCR
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至　ﾃﾆｽｺｰﾄ照明
屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

6kVCV38゜-3C
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DSｘ3

OCB

CH CH

 正 面  背 面  側 面 

OCB

至
ﾃﾆｽｺｰﾄ照明用
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

自
電気室

6kVCV38゜-3C

　　現状機器配置図　S:1/50　

Ｉ

PF    F

DGR

6kVCV38゜-3C

6kVCV38゜-3C

更新

自　主変電所 自　主変電所

3

I ＞

3 I ＞ EC

ZPD

ﾃﾆｽｺｰﾄ送り用 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 
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Ｖ
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Ｖ
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VCB      
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Ｉ
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30A(F15A)
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30A(F15A)
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Ｉ
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GR

2-PC
6900V
30A(F15A)

3-PC
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30A(F15A)

3-PC
6900V
30A(F15A)

更新

更新

　福祉ｾﾝﾀｰ屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　単線結線図　

6kVCV14゜-3C
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T
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Ｖ
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　福祉ｾﾝﾀｰ屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　現状機器配置図　S:1/50　

GR

OCR OCR

OCBDS

CH△

PCSx3(上段)
PCSx2(下段)

A V VA

VSASAS VS

SC20kVA

T1φ
30kVA

T3φ
50kVA

(４．５)

和室

湯
沸

室

和室(６)

押入

　勤労福祉会館　
　屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　

　勤労福祉会館　

電気室
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ﾄﾗｯｸｽﾃｰｼﾞ

シ
ャ
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タ
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ﾃﾆｽｺｰﾄ屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ送り用



マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事
工事名 承　　認

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ－１１Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

特　記 管 理 建 築 士 印

２０ ／ ／２１ ０１ ２０

ﾌﾚｷ

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　改修　詳細図-2

【更新】 【更新】

2-CT
300/5

LBS7.2kV
100A(F20A)

CH

AV

ASVS

Mg Mg Mg

MgMgMg

WH WH

900 1,800

CH

900

　正面図　 　側図　 　正面図　 　側図　

自　主変電所外部屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

6kVCV38゜-3C

6kVCV38゜-3C

ﾃﾆｽｺｰﾄ屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ陸上競技場
屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ送り用

6kVCV38゜-3C

至　陸上競技場屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

GR

陸上競技場
屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ送り用

ﾃﾆｽｺｰﾄ屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

3 I ＞

3GR

CH

LBS      
7.2kV
200A
(F30A)   
  

CH

CH

LBS      
7.2kV
100A
(F20A)   
  

T
3φ75kVA
6600/210V

AS

A

Ｖ

300V

VS

T
3φ75kVA
6600/210V

LBS      
7.2kV
200A
(F30A)   
  

LBS      
7.2kV
200A
(F30A)   
  

6kVCV38゜-3C

800 900

T:
210/105V

1,800

【更新】

【更新】

自　ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明送り用屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ（ﾃﾆｽｺｰﾄ横)

　陸上競技場屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　

CH

LBS      
7.2kV
200A
(F30A)   
  

T
3φ200kVA
6600/210V

AS

A

VS
Ｖ

300V

LBS      
7.2kV
200A
(F30A)   
  

T
3φ200kVA
6600/210V

【更新】

【更新】

【更新】

陸上競技場器具庫棟

ﾃﾆｽｺｰﾄ屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ
陸上競技場
屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ送り用

１級　２５６６３０号

萱室　敦司



特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／

2
2
0

Ａ３：１／１６９７
Ａ２：１／１２００

男山池

テニスコート

ゲートボール場

陸上競技場

テニスコート

名張乗馬クラブ

Ｗ

Ｗ

220.4

213.8

224.3

225.1

220.7

212.4

214.2

220.4

220.3

220.3

233.4

244.8

249.1
250

274.8

男山配水池

271.6

256.9

239.2

229.0

夏見廃寺跡214.4

216.3

223.5

Ｗ

224.3

220.1

217.4

210.5

219.9

232.7
233.3

229.9

218.8

220.9

野球場

226.9

221.1

全　体　配　置　図

東屋

吉谷靴下名張工場

タカキタ

名
張

中
央

公
園

展
望

台

機械棟

名張市民プール

名張中央公園

夏見廃寺前便所棟220.7

夏
見
廃
寺
展
示
館

222.7

233.4

市民プール管理棟

陸上競技場入口便所棟

陸上競技場器具庫棟

野球場便所棟

マツヤマＳＳＫアリーナ棟

名張市勤労者福祉会館棟

※都市計画地図を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

２１ ０１ ２０Ｅ－１２

灯具のみ取替

既設ＨＦ400Ｗ

E71259SAJ9_KCE10L

照 明 器 具 姿 図

LED 街路灯

LED76.1W 11,600lm

品   番

マツヤマＳＳＫアリーナ（名張市総合体育館）等　改修工事

　勤労福祉会館　
　屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　

　ﾃﾆｽｺｰﾄ変電設備　
　送り屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　

陸上競技場
屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ送り用

ﾃﾆｽｺｰﾄ屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

　陸上競技場屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　

総合体育館電気室

（同等品可）

１級　２５６６３０号

萱室　敦司


